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              鎌倉ユネスコは、次の法人会員の方々に賛助会員として活動を支援していただいています（順不同）  

 

鎌倉女学院/鶴岡八幡宮/鎌倉大仏殿高徳院/山田養蜂場/御代川/鉢の木/絲綢社/清興建設/石井印刷 

豊島屋 /鎌倉プリンスホテル/井上蒲鉾店/アペックス/ 腸詰屋鎌倉/信光社/鎌倉パークホテル/アスラン 

清泉女子大学/大塚製薬･横浜支店/鎌倉アソシエーツ/かまくら春秋社/斉藤建設/江ノ島電鉄/北鎌倉女子学園 

博古堂/鎌倉ビール醸造/神中運輸/ナカムラ生花/鎌倉ハム富岡商会/華正樓･鎌倉店/大塚オーミ陶業 

神奈中観光/MAKOTO税理士法人/セラリカNODA/麓技研/鎌倉紅谷/地域生活サポートまいんど 
 

Since wars begin in the minds of men,it is in the minds of men that the defences of peace must be constructed. 

戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和の砦を築かなければならない。（ユネスコ憲章前文より） 
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第３４回鎌倉ユネスコ協会総会開催 

 第３４回定例総会が６月２５日（土） 

１４時から鎌倉パークホテルで開催され

た。会員を交えた総会はコロナ感染の

影響から３年ぶりとなる。会場には会員  

10名、理事・監事の役員22名、書面表

決参加93名含め計125名の会員に参加

していただいた。３密回避など基本的な

感染対策を踏まえたリアル開催となっ

た。佐藤美智子会長の挨拶、来賓でお

越しの松尾崇鎌倉市長（比留間彰副市

長が代理）のご挨拶の後、長嶋裕子事

務局長の司会進行で議事を進めた。

2021年度事業報告・決算・監事報告、

2022年度事業計画・予算の審議後、い

ずれの議案も原案可決承認し、次に欠

員の監事選任を議題とし中村光義氏

（前名古屋・千種税務署長、MAKOTO

税理士法人主宰）を満場一致で可決選

任した。次に報告事項として事務所移

転について報告・了承後、表彰に移り、

会員２０年のシルバー賞として個人2名

に、１０年のブロンズ賞として4法人、11

名の個人会員に佐藤会長から記念品・

表彰状が授与された。その後、退会入

会会員の紹介があった。本来ならその

後に懇親会に入るところだが、コロナ禍

から以上の審議等の後、尾花珠樹副

会長の挨拶により閉会とした。次回総

会は可能な限り通常総会の形式によっ

て開催されることを願うばかりである。

（小川研一） 

 

佐藤美智子会長挨拶   

 長引くコロナ禍の影響で鎌ユ総会は

二年続けて会員皆様にお集まりいただ

くことができず、誠に淋しく残念至極で

ございましたが、今年はようやく皆様と

お会いできる総会となり嬉しく思いま

す。 

 通常の生活はできないながらも、当

協会は小川理事長、長嶋事務局長の

ご熱意あるご指導のもと、各理事、会

員の皆様が従来と変わらず各々の部

署で活発な活動を続けて下さいました

こ と、頭 の

下がる思い

でございま

す。 

 昨年の中

部東ブロッ

クユ ネ スコ

大会もオン

ラ イン で実

施され、小島副理事長の基調講演を初

め、小川理事長、小池理事が横浜会場

に詰めて会を進行させてくださいまし

た。私にとってはオンラインでの会は初

めてで、閉会の挨拶すら真面にでき

ず、時代の変遷を痛感いたしました。オ

ンライン会議の度に長嶋事務局長のお

世話になり皆様にご迷惑をかけるばか

りなので、今年度で会長を辞退させて

いただきたく願い出たのですが、二年

の任期まではということで、また一年皆

様にご迷惑をかける羽目になってしま

いました。 

 鎌ユ会員は本当にご立派な精鋭揃い

で心からご尊敬申し上げるばかりなの

で、今はまた一年間皆様から勉強させ

ていただきたく思っております。 

小川研一理事長挨拶 

 晴天の鎌倉広町・春の自然観察会

に参加、専門家のガイドと一緒に広

町緑地を廻る（P5山本理事の記事参

照）。植物達は白、黄色、紫など、色

とりどりの服で着飾っている。小さな

花々一本一本の成長に目を凝らしな

がら自然の中を歩いていると春の息

吹が聴こえるようだ。春夏秋冬、折々

の花々が広町を演出している。道端

の花についてガイドの方の丁寧な説

明に頷き、野鳥のシンフォニーに聞き

入り、自然の一端に触れる貴重な機

会。穏やかで平和な時が流れ、一面

の麦畑からは緑が匂った。 

 半世紀近く前に見た映画「ヒマワリ」

のロケ地は、ヨーロッパの穀倉地帯、

ウクライナのキーウ南500キロに位置

するヘルソン州にある。いま、ロシア

軍の猛攻により制圧の危機にある。

平和な暮らしは一晩で一変した。理

不尽な侵攻から４ヶ月、武力による現

状変更はいかなる大義も成り立たな

いし、決して共感は得られない。 

 ムソルグスキー「展覧会の絵」最終

章「キーウの大門」は黄金の門と言

われ、その雄大な曲調から、風に揺

らめき黄金色に輝く穂先、豊かに実

る麦穂を連想させる。広町には来年

も春はきっと訪れる。ウクライナに、

花々や小鳥たちのシンフォニーに耳

を傾け得る日々がいつ訪れるのであ

ろうか。 

 武力には武力で対抗する論調が声

高に聞こえるようになった今こそ、心

に平和の砦を築こう、違いを認め合う

多様な衣を身に纏った高く堅牢な砦

を。 すべての国とそのリーダー、す

べての民族とその一人一人は改めて

心に平和の砦を築こう。ウクライナに

一刻も早く平和で穏やかな日常が戻

ることを願ってやまない。合掌。 

----------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 
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ウクライナ人道支援 

  チャリティ・コンサート 

 神奈川県など六団体主催のウクラ

イナ人道支援チャリティ・コンサートが

５月８日（日）に神奈川県民ホールの

大ホールをいっぱいにして行われ

た。開会の神奈川県知事の挨拶で、

県には２００名以上のウクライナの

方々が住まわれているので、その

方々を頼ってウクライナから避難され

る方が来るであろう、準備はいかにと

ポーランド大使に相談したところ、今

日のコンサーの運びとなった、とのこ

と。続いてポーランド大使は自国では

ウクライナから避難してきた２５０万人

の人々に国民が家庭を開放して支援

している、と。続くウクライナ大使は皆

さんの支援に謝辞を述べられた。 

 オーケストラは神奈川フィル。ピアノ

はポーランド出身のミハウさん。ソプ

ラノはウクライナ出身のオクサーナさ

ん。フイナーレのウクライナ国歌の後

は割れんばかりのスタンディングオ

ベーションがいつまでも鳴り響き、素

晴らしい演奏とウクライナの対ロシア

への粘りを賛美した。外務大臣機で

避難されてきた方を４名受け入れた

鎌倉市もこのコンサートに特別に協

力。佐藤美智子会長はオクサーナさ

んの来日以来１９年のお知り合い。コ

ロナ禍で久方振りの終演後の対面と

なり、ご両人感激されました。早くウク

ライナに平和が訪れることを切に願

います。（奧山誼子） 

鎌倉ユネスコ協会緊急メッセージ

（3／2鎌ユHPに掲載）「ウクライナに

平和と安寧を」 

 ウクライナ危機に関する日本ユネス

コ協会連盟の声明（下記抜粋参照）を

支持する。1958年に採択された鎌倉

市の平和都市宣言に定める恒久平

和の精神に照らし、ロシア政府のウク

ライナ侵攻に強く反対し、一日も早く

ウクライナの人々に平和と安寧な暮

らしが確保されるよう心から祈念す

る。 

2022年3月2日鎌倉ユネスコ協会会長 

佐藤美智子・理事長 小川研一 

「ウ ク ラ イ ナ 危 機 に 関 す る 声 明」

2022/2/27日本ユネスコ協会連盟「戦

争は人の心のなかで生まれるもので

あるから人の心の中に平和の砦を築

かなくてはならない」というUNESCO

の精神を、日本に世界に広めるため

に創設された私たち公益社団法人日

本ユネスコ協会連盟は、この度のウ

クライナ危機に重大な懸念を持ち

UNESCO本部の声明を強く支持しま

す。UNESCOの精神に立ち戻り、ロシ

ア政府は直ちに力による問題解決を

中止することを求めます。また世界の

人びとはウクライナの平和のための

声を挙げましょう。 

ウクライナ緊急支援募金活動 

 鎌倉駅東口で3／10～12に行った

ウクライナ支援募金活動は、天候に

恵まれ、人出に恵まれ、参加者に恵

まれ、そして募金額に恵まれた3日間

でした。会員・役員延50人近い皆様、

途中、飛び入りで松尾崇鎌倉市長に

も応援いただきました。改めて多くの

皆様のご支援・ご協力に感謝申し上

げます。 

 おかげさまで、523、593円の募金

（寄付含む）が集まり、国連WFPに30

万円及び日本ユネスコ協会連盟の

「ユネスコ協会・ウクライナ緊急募金」

に223、593円をお送りしました。ウク

ライナに一日も早い平和と安寧な暮

らしが戻りますよう祈念し、お礼と報

告にかえさせていただきます。ありが

とうございました。 

2022年3月16日 鎌倉ユネスコ協会

会長佐藤美智子・理事長小川研一 

——————————————————————————————————————————————————————————————————————— 

———————————————————————————————————————————————————————————————————————- 
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Spot Light  

農・福＆地  連携の小さな試み 

  私が代表を務めている社会福祉法

人は鎌倉市と相模原市に約４００人の

知的障がい者と高齢者の支援を行っ

ています。相模原市緑区（旧藤野町）

の佐野川地区に入所・通所の施設が５

か所あります。地域（地区）との連携を

法人理念の３本柱の一つにしていま

す。現在、地域との交流として、高齢者

の足となる「いくベーかー」を地元有志

の方々と一緒に運行しています。「いく

べーかー」は私たち法人の3つの施設

がワゴン車と運転手を提供し地元で高

齢の希望者を募り週３回、医療機関・

買い物・JR上野原駅などへの送迎をす

るための無料のディマンドバスです。

最寄り駅の上野原駅まで車で20分か

かる佐野川地区の高齢者には大変喜

ばれています。他に地域交流として、

地区の皆さんとご利用者・職員が一緒

になって楽しむ「春まつり」の開催（地

区の祭りとして定着）、施設会議室等

の開放、交流の場となるカフェの運営

を行っています。また、地元有志に委

託して施設の植栽等の手入れもお願

いし、地域と密着した施設の運営を目

指しています。 

  これらに加えて地区の有志に協力し

てもらい施設利用者にサツマイモ、

ジャガイモ、キウイ、シイタケなどの収

穫を体験してもらい、ご利用者に喜ば

れています。今年から新たな体験とし

て、地元の茶園主と地元有志の協力

により、茶摘み体験と茶園の管理作業

を日常支援に加えています。今後利用

者の日常支援として定着できるかの見

極めが必要となりますが、農業と福祉

の連携に加えて地域(地区)との連携を

模索する小さな試みを始めています。 

 佐野川茶の紹介をします。佐野川地

区には１９７０年代から８０年代にかけ

て、茶農園が１３０軒あり、年間６０００

ｋｇの収穫があったそうです。現在、茶

農園は３軒、収穫量はピーク時に比べ

ると激減しているそうです。茶園主は

空気も水も清らかな陣馬山の麓で栽培

される、豊かな香りと甘みのある強い

コクが特徴の「佐野川茶」を復活させた

いと生産活動に励んでいます。 

 以上が私たち社会福祉法人の佐野

川地区における地域との連携ですが、

これらの活動はＳＤＧｓの趣旨に合致し

たものと考えています。福祉分野はＳ

ＤＧｓの定着はこれからなのではない

かと感じられます。私たち法人も地域

連携だけでなく日常の活動の中にＳＤ

Ｇｓを定着させたいと思っています。 

（兵藤 芳朗） 

あいおいニッセイ同和損保ご寄付 

 

 2月21日（月）、旧鎌倉ユネスコ協会

西口事務所にて、あいおいニッセイ同

和損保湘南支店長・成田英司様から鎌

ユ全体の活動に対して30万円のご寄

付をいただいた。2018年度10万円、

2019年度30万円、2020年度30万円に

引き続く４年連続のご寄付となる。同社

の環境保全を目的とした取り組みの一

環として、ＣO2を出さない、紙を使わな

いことによりコスト削減したものを還元

させていただいている、と成田様から

説明があった。いただいたご寄付は

SDGsみらい塾はじめ鎌ユ活動の貴重

な財源を占めている。今後とも私たち

の活動を活発に展開し、より多くの企

業や個人の皆様からご芳志をいただけ

るよう努める所存である。 

（小川研一） 

   

———————————————————————————————————————————————————————————————————————- 
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 バザー便り 

 コロナ禍で恒例のバザーが全て中

止。そんな中、深沢の鎌ユ倉庫で毎月

第２日曜日にバザーを開催し、緊急事

態宣言中の2回を除き計17回目を5月

に開催しました。今年度4月からは鎌ユ

倉庫会場と50メートル余り離れている

我が家駐車場、お向かいの駐車場所

有者の方のご厚意により3カ所でバ

ザーを同時開催しています。倉庫から

荷物を運ぶのが大変になりましたが、

幸いなことに、より人通りが多い場所に

なり、人の流れも分散できてよく売れる

ようになりました。 

 毎月、バザー開催のための事前準備

は欠かせない作業ですが、早朝にバ

ザーの献品を届けて下さる本岡さんは

じめ、一度も休むことなく開催前のテン

ト張りを担って下さる石田さんら多くの

会員に支えられ、そして毎回楽しみにし

ていて来て下さる多くのリピーターのか

た方も増え続けています。実は一番の

お客様はユネスコ会員で、売りながら

買いながらの大切なお仲間です。安く

て掘り出しものが沢山あります。皆様も

どうぞ覗きに来てください。 

 今後もアジア識字支援・コロナ困窮者

支援など微力ですが草の根の支援の

ためのバザーを続けて参ります。 

 最後になりましたが、ウクライナに一

日も早く平和が訪れるようお祈りしてい

ます。 

 ユネスコの精神は「心の中に平和の

砦を築こう」ですから。 

（久保ツユ子） 

広町緑地  春の植物観察会に参加して 

 

 4月23日の昼下がり植物観察会に参

加しました。鎌ユ関係者は約10名、ボラ

ンティアガイド3名の案内で湿地の周り

を散策しながら目につく草花の名前や

特徴を教えていただきました。「雑草と

いう草はない」という昭和天皇のお言葉

通りよく見ると小さな草はそれぞれ可憐

な花を咲かせていました。明るい陽射

し、小川のせせらぎ、鶯の声に酔ってお

りましたら「皆さん健脚のようだから階

段上りましょう」とガイドさん。一瞬躊躇

するほどの急な階段でしたが全員頑

張って登りました。上の分岐点から鎌

倉山や七里ヶ浜に続く道があり,広町緑

地の広さを実感しました。たくさんの植

物の名前を教えてもらいましたが,ほと

んどすぐに忘れてしまいました。覚えて

いるのは日本たんぽぽと西洋たんぽぽ

の見分け方くらいですが、四季折々異

なる姿を見せてくれる緑地をまた訪れ

たいと思いました。                                 

（山本雪江） 

勉強会の開催 

「アフリカの難民問題を考える」 

2022年４月３日（日）午後４時から

オンラインによる勉強会「「アフリカの

難民問題を考える」を開催しました。

勉強会には、佐藤会長以下、17名の

理事・会員が出席しました。 

はじめに、政府開発援助政策を専

門とする横浜国立大学准教授の小林

誉明さんから、アフリカのウガンダに

おける難民の受け入れについてレク

チャーをしていただきました。サブサ

ハラアフリカ（サハラ砂漠以南のアフ

リカ）では、内戦や民族紛争による難

民が多く発生し、人道上きわめて深

刻な状況が続いていますが、ウガン

ダ政府はコンゴ共和国、南スーダン、

ルワンダなど隣国からの多くの難民

を受け入れています。この地域では

従来から人々が比較的自由に国境を

越えて移動していたそうですが、ウガ

ン ダ 政府 は難 民に住 居、土 地、教

育、仕事の機会を提供し、定住化を

支援しているとのことです。ウガンダ

のこうした取組は、難民の受入れに

消極的な日本とは対照的で、今後の

難民支援を考えるうえで大変に参考

になりました。また。小林先生のレク

チャー後は、コンゴ共和国出身で鎌

倉ユネスコ協会青年部のギラン・ムエ

ンゲ氏からコンゴにおける紛争の背

景や難民の状況に関する話を聞きま

した。コンゴにおける紛争の背景に

は、携帯電話などで使われる希少鉱

物をめぐる権益争いがあります。医

師の資格を持つムエンゲ氏は政治的

迫害を避けるため日本に逃れ、現在

は湘南鎌倉総合病院の国際支援室

で外国人の支援を行っているとのこと

です。難民問題は遠い国の出来事の

ように思われがちですが、私たちに

とって身近な問題であることを改めて

認識しました。 

（小池 治） 

———————————————————————————————————————————————————————————————————————- 
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学生時代にユネスコと出会った それぞれの回想記 

人生で最も感受性に富んだ思春期にユネスコに触れた２人。その後の半世

紀を振り返って、ほぼ同時に刊行したエッセイ集から、現在に至る道程を

エールを込めてのご紹介です（尾花） 

山田勝彦著 

青春の交差点 

 屋敷内にいくつもの土蔵のある

農家を継ぐものと期待していたご

両親を説得し著者は中央大学に

進学。寄寓したのは当時、全国の

青年ユネスコ組織を束ねるイトコ

の家。著者とユネスコとの熱い出会いの場となった。 

 卒業後は郷里の山梨日日新聞社に入社。「あさま山荘

事件」はじめ、第一線記者として数々の事件を手がけ

た。同時に地元ユネスコ協会のリーダーで活躍。本書は

その来し方の回想記。さすが記者として鍛え抜かれた筆

の運びは軽やかで中身も濃い。同社常務取締役を経て

退職後は農業見習いにも精を出し、現在は来年、山梨

県で開催のユネスコ全国大会の準備に、山梨県ユ連会

長として着手。「全国大会は人と人が顔を合わせなきゃ

いけんじゃん。Web開催では意味がない」と、コロナ収束

を期待しつつ意気軒昂。（山梨日日新聞社制作、A5判

ハードカバー、234P。私家版） 

山下邦明著 

「心の中に平和のとりでを 

築く」に魅せられて 

 本書のサブタイトルは「ユネスコ

を通して出会った人々との軌跡５０

年」とある。上智大学大学院在籍

中に就職した日本ユネスコ協会連

盟事務局での２０年間は国際部長として「世界民間ユネ

スコ連盟」の設立に力を注いだ。その後はUNESCOパリ

本部、九大教授、日本学術振興会バンコクセンター長を

歴任したが「そのどの職場でも根幹に在ったのはユネス

コ憲章前文の理念と、その精神を共有する人々との出会

いだった」とエッセイで謙虚に述懐している。 

 後半６０ページは、これから国際機関でグローバル・

キャリアとして活躍を志す若い世代に期待して、ユネスコ

憲章、国連やユネスコが採択した重要な宣言や条約、世

界や日本の平和を軸にした年表ほかの資料編。（国際

開発ジャーナル社発行、丸善出版発売、A5判、232P。税

込￥1.100） 

田中優子氏、東京新聞の紙上で 

おとなのための寺子屋運動を提言 

  大津の三井寺で開かれた仏教研究

会で宗教史研究者・末本文美士氏が

ユネスコ憲章前文を紹介されたのを受

ける形で、田中優子法政大学前総長

が東京新聞紙上（6月19日）で「ユネス

コ前文が示唆するもの」のタイトルのも

と、1400字に及ぶ秀抜な論を展開。 

文中で田中氏は国がその時の政権に

都合の良い知識だけを「教育」するの

であれば、心の中に平和のとりでを築

くことはできない、と指摘した上で最後

を以下の提言で締めくくっておられる。 

    紀元前から学問と議論は宗教も巻

き込んで政治や社会を考えるうえでの

基盤であった。人間にとって真に必要

な価値観は何なのか、今はそれを考え

議論する場が失われている。現政権は

学問を軽視し、国の予算は軍事増強に

使おうとしている。そのような国では、

教育は戦争に都合の良い方向に向け

られるであろう。人びとが社会の中に

「学び」と「思考」と「議論」の場を、次々

に作り出すしか方法はない。日本では

寺子屋=私塾運動が、大人たちのため

にこそ必要なのだ。 （文責・尾花） 

日本のナショナルトラスト団体第1号 

公益財団法人 鎌倉風致保存会 

〒248-0011鎌倉市扇ガ谷4-29-1 

TEL0467-23-6621 FAX0467-23-6631 

E-mail  fuhchi@fsinet.or.jp 

みどりのボランティアで一緒に汗を流しませんか！ 

——————————————————————————————————————————————————————————————————————— 
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表紙の絵について 

 ２０１３年に学生時代の友達３人で 

６６歳を記念してルート６６走破を主 

目的にアメリカ大陸横断の旅に出ま 

した。まず一人が２５年間住んでいた 

プリンストンへ。ここからニューヨー

ク・マンハッタンへ アメリカの世界遺

産の一つ”自由の女神”は独立１００

周年を記念してフランスから贈られた

ものです。スタッテン島に渡るフェリー

がこの”自由の女神”の横を通って行

くのです、ニューヨーク市営のフェリー

は無料です。 ニューヨークの次は

ルート６６の出発点シカゴへアムト

ラックの夜行列車で移動しました。い

よいよルート６６全線走破のスタート

です。ルート６６はコースが場所に

よっては何回も変わったりしています

が各州もヒストリック・ルート６６として

保存活動をしています。  

 イリノイ州シカゴを出るとあちこちに

古い鉄橋が保存されています。ミ

ズーリ州に入ってもずっと畑が続きま

す。５０年代風のガソリンスタンド等が

残されています。お昼は殆どハンバ-

ガ ー、食

事時は見

か け た ら

入 ら な い

と お 昼 を

食 べ ら れ

なくなりま

す。 

 次のカン

サ ス 州 は

南 東 部 を

僅か１０数

マイルかすめるだけでオクラホマ州

に入ります。タルサに泊まりましたが

車での旅はどこまで走れるか分から

ないのでモーテルは全く予約無しで

す。オクラホマ州からテキサス州に入

る頃は気候も大分乾燥し西部に入り

ました。テキサス州に入ると、どの商

店にも入口に“銃持ち込み禁止”の表

示があります。さらに走りニューメキ

シコ州サンタフェへ。ここは１６０７年

に作られた歴史のある街です。アリゾ

ナ州に入るとルート６６保存活動発祥

の地セリグマンがあり世界中から観

光客が訪れています。我々がアリゾ

ナ州に入った時は高温で乾燥し山火

事警報が出ている中、山火事で消防

隊員が１９名亡くなる惨事が起きまし

た。我々もオクラホマ州に入った頃か

ら車に大量の水を積み込みました。

凄いのはアメリカでガソリンスタンドに

入ると必ずビールを売っている事で

す、日本では有り得ませんね！アリ

ゾナ州の次は最後のカリフォルニア

州に入ります。この辺りでロッキー山

脈を越えるのですがルート６６も唯一

の山岳道路になります。あちこちに鉱

山や鉱山跡を見かけます。この後は

ロスアンゼルスを目指しひたすら下る

ばかりです。そしてルート６６の終点

のあるサンタモニカの海岸へ無事到

着した。４０００キロの旅でした。 

（新倉恒章） 

勉強会・アルペ難民セミナー 

 このたびのロシア侵攻でウクライナ

難民が大量に発生したことを契機と

して、わが国の難民政策のあり方が

改めて問われている。そこで５月２２

日の当協会理事会の直後に、鎌倉

市内の難民シェルター「アルペなん

みんセンター」の有川賢治事務局長

からその現状についての講話を緊急

にお願いした。 同施設は、イエズス

会が修道院であった建物と周辺の広

大な敷地を２年前より無償で貸与さ

れているもので、現在はミャンマーや

スリランカなど１０カ国からの難民が

申請の結果を待つ間に「仮放免」され

た１３人が入居している。つい最近は

ウクライナ難民のご夫婦が新しく加

わった。「仮放免」中のため就労はで

きないので、敷地内での野菜作りや

地域食堂「ふらっとカフェ」での郷土

国料理作り、さらには鎌倉市地域通

貨クルッポなどで地域のボランティア

と仲良く交流している様子がビデオで

紹介された。一方で、これらはもっぱ

らボランティアによる無償作業と寄付

で維持されていることを承知しておき

たい。すなわち国はこれらの難民申

請中の人たちのケアをもっぱら市民

の善意に頼っているということであ

る。日本はG７国の一員なのだから、

世界の平和維持と人権保護に政府

自身がもっと大きくコミットするべきで

ある。(石田喬也) 

——————————————————————————————————————————————————————————————————————— 
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事務局だより 

◆1月定例理事会（1/16）は新型コロ

ナ感染者急増の為中止 

◆2月定例理事会（2/20）オンライン

（Zoom）開催17名出席 

◇2022年度事業計画案・予算案につ

いて3/11締切で各委員会委員長に

作成依頼◇2022年度総会は6月25日

（土）PM鎌倉パークホテルで開催予

定◇国際交流委：アルぺなんみんセ

ンターのミャンマー出身、ミミさんを講

師にミャンマー料理を実施。（16名参

加）◇青少年委：2022年度絵画展開

催について意見交換◇SDGs委員

会:2022年度みらい塾に向けて計画

中。 

◆3月定例理事会（3/20）オンライン

開催（Zoom）17名出席◇2022年度事

業計画案を承認。2022年度予算案は

審議中。◇青少年委：2022年度絵画

展開催に向けて鎌倉市教育委員会と

も 連 携・調 整 中。◇ SDGs 委 員 会 ：

2022年度みらい塾は参加者を神奈川

県及び中部東ブロックまで拡大して

募集。◇ウクライナ危機人道支援活

動、3/2付けで鎌ユのHPにメッセージ

を掲載。募金活動を3/10～3/12まで

鎌倉駅東口頭で行い、延べ50人の会

員、役員が参加。52万円余の支援金

は全額、国連WFP及び日ユを通して

ウクライナ人道支援金として寄付。 

◆4月定例理事会（4/17）NPOセン

ター鎌倉で開催。17名出席◇2022年

度予算案を承認。◇事務所移転につ

いての説明、5月理事会で議案提案

を了承。◇6月25日総会の参加形式

について意見交換◇青少年委：絵画

展会場は鎌倉生涯学習センターギャ

ラリーにて 開催予定、◇ SDGs 委 ：

SDGsみらい塾を7/3から9回実施し、

6/12にオンラインによるキックオフ

ミーティングを実施予定。◇科学環境

委：4/23広町自然観察に参加、稲村

ケ崎で採取の砂鉄から刀剣を作るタ

タラ製鉄についての講演会を8月に開

催予定。 

◆5月定例理事会(5/22)NPOセンター

鎌倉で開催。17名出席◇総会議案書

すべて 

確認。事務所移転について承認。 

◇科学環境委：8月7日14時から16時 

鎌倉NPOセンターで（オンラインで同

時配信）「稲村ケ崎の砂鉄を使った、 

たたら製鉄の再現」と題して勉強会を

開催予定。その事前学習として8/3

(水)横浜市埋蔵文化財センターでス

タディツアーを実施予定。◇青少年

委：「2022絵で伝えよう！私の町のた

からもの展」作品応募期間（9/1～

11/18）審査（12/2）作品展示（12/23

～12/25）表彰式（作品展示会場で最

終日に開催予定）◇SDGｓ委：青年部

メンバー中心に7/30(土)「鎌倉市議有

志と語ろう会」を実施予定。◇コミュニ

ティ委：会報117号を7/1発行予定。◇

第34回総会を通常の形式で開催予

定◇5月理事会直後、アルぺなんみ

んセンター事務局長、有川憲治氏に

よる「日本の難民受け入れについて

及びアルぺなんみんセンターの活動

について」勉強会を開催。◇6月25日

（土）14時から鎌倉パークホテルで総

会を開催した。（長嶋裕子） 

 

 

 

 

 

鎌ユ事務所移転について 

 2019年8月から利

用 し て い た 事 務 所

を、先月5月9日から

鎌倉市御成町11番2

号ヤノヤビル2階（鎌

倉・旅 す る 仕 事 場

内、鎌 倉 駅 西 口 す

ぐ）へ移転しました。可能な限り経費

を削減し、可能な限り自律的運営を

目指し、可能な限り利便性を保つた

めでした。 

新会員紹介コーナー（敬称略） 

個人会員: 杉野 恭、田村耕一郎 

編集後記 

 会報第115号から編集のお手伝い

をさせていただいてます。まだまだソ

フトの扱い方も良く分からないままで

す。これからも宜しくお願い致しま

す。（新倉恒章） 

 
鎌倉ユネスコ入会のお誘い 

年会費 5000円 

入会申し込みやお問い合わせは下記へ 

info@kamakura-unesco.or.jp 
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